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紹 介

WVAニュースレター　─ 2021 年 8月
WVA会長からのメッセージ：パトリシア・ターナー

分からないことについてのコミュニケーション

親愛なる獣医師の皆さま

マスク着用義務の継続または復活，新規あるいは継続的な渡航制限，特定の場所や
企業の閉鎖，その他新型コロナウイルスデルタ株感染による地域社会の後退など，残
念なこともあるかと思いますが，これらは私たちの経験や過去 18カ月間に学んだこ
とを踏まえて考える必要があります．今この時期は，獣医学の専門家にとって，不確

実なことについてのコミュニケーションに慣れてくるべき時期でもあります．獣医療を安全に継続できるよう
にするための私たちの行動と展望を一緒に仕事をする人々に理解してもらうために，クライアント，スタッフ，
家族，その他の人々に対して，このウイルスと世界的な大流行について何が分かっていて何が分かっていない
のかを明確にすることは非常に有効な手段です．

新型コロナウイルスについては，ワクチン接種後の免疫持続時間，ウイルス変異株に対する各種ワクチンの
有効性，「集団免疫」獲得のために地域社会でどの程度の割合で完全にワクチンを接種しておく必要があるか
など，分からないことがたくさんあります．世界中で行われている研究に基づいて，これらの問題がそう遠く
ない将来に解決されることは間違いありませんが，現時点では一緒に仕事をしている人たちにこれらの質問に
対する答えを提供することはできません．誤った期待を抱かせるのではなく，分からないことを示すことが望
ましいと思います．

また，自分の知っていることに自信を持つことも大切です．例えば，ワクチン接種の重要性については，こ
の 9カ月間で非常に多くのことがわかってきました．最近，米国国立アレルギー感染症研究所は，COVID-
19ワクチン開発における動物実験の重要性をまとめた素晴らしいブログを発表しました．この記事は，世界
中で日々行われている研究の重要性と，なぜこの仕事を続けなければならないのかについて，全ての人に思い
起こさせるものとなるはずです．この 1年足らずの間に，全世界で約 53億回分のワクチンが投与され，その
結果，全人類の 3分の 1が新型コロナウイルスに対する完全なワクチン接種を受けたことになります（国別の
ワクチン接種状況を世界地図上に示した Vaccine Trackerというサイトが公開されています）．獣医師は地域
社会の信頼できる一員として，公衆衛生と安全を促進する手段として，自信を持ってワクチン接種を勧めるこ
とができます．

また，ワクチン接種，手指の衛生管理，シンプルな PPEの原則などにより，大切な人や自分自身，同僚を
守れることは確かです．未来を確実に予測することはできませんが，自分の行動や言動をコントロールするこ
とはできます．社会の回復力を高めていく一助として，1年半前にこのパンデミックが始まってから，私たち
がどれだけ進歩したかを自他ともに示していきましょう．
敬具
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WVAは，世界の公益のための獣医師の役割について，まとまったメッセージを世界に発信するために，皆さまの専
門知識とご意見を必要としています．WVAの会員及びオブザーバーの議論への参加を歓迎します．このプロセスから
取り残されないでください．

このニュースレターを貴会会員にお伝えください

より詳しい情報をお知りになりたい方は，下記までご連絡ください．
WVA

Avenue de Tervueren 12, 1040 Brussels, Belgium
ウェブサイト：www.worldvet.org　　電子メール：secretariat@worldvet.org

動物への抗菌剤使用禁止に反対する署名活動

第 37回世界獣医師会総会 ─ 2022年3月29日～31日 ─ アラブ首長国連邦，アブダビ

EUの新しい動物用医薬品規制では，特定の
抗菌剤の使用対象を人間に限定しようとしてい
ます．欧州議会が提案した法案の主張とは異な
り，同規制によると，これらの抗菌剤は，個体
の治療，ペット／家畜向けといった使途によら
ず例外なく，動物への使用が完全に禁止される
ことになります．これでは，動物の健康や福祉，
さらには公衆衛生が大きく損なわれてしまいま
す．ヨーロッパ中の獣医師たちは，欧州議会の
メンバーに，この危険な動議に反対票を投じる
よう求めています．すでに 23万人以上の獣医
師と動物の飼い主が，この広範囲に及ぶ抗生物

WVAC2022のウェブサイトと参加登録サイトが公開されました．www.wvac2022.com

質の禁止案に反対するドイツ獣医師会の嘆願書に署名しました．また，ベルギー（ワロン）でも同様の署名活
動が行われています．
こちらから署名活動にご参加いただけます：
- ドイツ語での BPT請願書：https://bit.ly/3gtj3B5

- フランス語での UPV請願書：https://bit.ly/3iZHszO

いかなる規制も，科学的根拠に基づく「ワン・ヘルス」のアプローチで行われるべきです．動物も治療を受
ける価値があります．


